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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シリコーン組成物であって、式：
　　Ｍ１Ｄ１Ｍ２

を有するシリコーンを含有し、
ここで
　　Ｍ１＝（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）ＳｉＯ１／２；
　　Ｍ２＝（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）ＳｉＯ１／２；および
　　Ｄ１＝（Ｒ７）（Ｚ）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、
　Ｒ１が、２から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、
および６から２０個の炭素原子のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のア
ルキル炭化水素基からなる一価の炭化水素ラジカルの群より選択され；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４

、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリー
ル、およびアリール基を含んでいる４から９個の炭素原子の炭化水素基からなる群よりそ
れぞれ独立して選択され；
Ｚが一般式：
　　Ｒ８Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、
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式中、Ｒ８が、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ９がＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラ
ジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ａ、ｂ、およびｃがゼロ
もしくは正であり、以下の関係：
　　２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たし、
　ここでＲ１とＲ４がプロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、
およびｔｅｒｔ－ブチルからなる群より選択される、
シリコーン組成物。
【請求項２】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７がメチルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ８が、三つの炭素原子を有する二価の炭化水素ラジカルである、請求項１に記載の組
成物。
【請求項４】
　下付き文字ａが８から１２の範囲である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　下付き文字ｂが０から３の範囲である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　下付き文字ｃが０である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　Ｒ９が水素およびメチルからなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ１とＲ４がイソプロピルおよびｔｅｒｔ－ブチルからなる群より選択される、請求項
１に記載の組成物。
【請求項９】
　下付き文字ａが１１である、請求項４に記載の組成物。
【請求項１０】
　Ｒ９が水素である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７がメチルである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　Ｒ８が、三つの炭素原子を有する二価の炭化水素ラジカルである、請求項１１に記載の
組成物。
【請求項１３】
　下付き文字ａが１１である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　下付き文字ｂおよびｃが、両方とも０である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｒ９が水素である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
シリコーン組成物であって、式：
　　Ｍ１Ｄ１Ｍ２

を有するシリコーンを含有し、
ここで
　　Ｍ１＝（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）ＳｉＯ１／２；
　　Ｍ２＝（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）ＳｉＯ１／２；および
　　Ｄ１＝（Ｒ７）（Ｚ）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、
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　Ｒ１が、２から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、
および６から２０個の炭素原子のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のア
ルキル炭化水素基からなる一価の炭化水素ラジカルの群より選択され；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４

、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリー
ル、およびアリール基を含んでいる４から９個の炭素原子の炭化水素基からなる群よりそ
れぞれ独立して選択され；
Ｚが一般式：
　　Ｒ８Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ８が、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ９がＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラ
ジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ａ、ｂ、およびｃがゼロ
もしくは正であり、以下の関係：
　　２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たし、
　ここでＲ１とＲ４がプロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、
およびｔｅｒｔ－ブチルからなる群より選択され、
ここで前記シリコーン組成物が加水分解に対する改善された耐性を有している、シリコー
ン組成物。
【請求項１７】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７がメチルである、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　Ｒ８が、三つの炭素原子を有する二価の炭化水素ラジカルである、請求項１６に記載の
組成物。
【請求項１９】
　下付き文字ａが８から１２の範囲である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項２０】
　下付き文字ｂが０から３の範囲である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項２１】
　下付き文字ｃが０である、請求項１６に記載の組成物。
【請求項２２】
　Ｒ９が水素およびメチルからなる群より選択される、請求項１６に記載の組成物。
【請求項２３】
　Ｒ１とＲ４がイソプロピルおよびｔｅｒｔ－ブチルからなる群より選択される、請求項
１６に記載の組成物。
【請求項２４】
　下付き文字ａが１１である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２５】
　Ｒ９が水素である、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２６】
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７がメチルである、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
　Ｒ８が、三つの炭素原子を有する二価の炭化水素ラジカルである、請求項２６に記載の
組成物。
【請求項２８】
　下付き文字ａが１１である、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　下付き文字ｂおよびｃが、両方とも０である、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　Ｒ９が水素である、請求項２９に記載の組成物。
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【請求項３１】
　水性エマルションであって、不連続相が水を含有し、そして連続相が請求項１に記載の
組成物を含有する、水性エマルション。
【請求項３２】
　水性エマルションであって、不連続相が水を含有し、そして連続相が請求項１６に記載
の組成物を含有する、水性エマルション。
【請求項３３】
　水性エマルションであって、連続相が水を含有し、そして不連続相が請求項１に記載の
組成物を含有する、水性エマルション。
【請求項３４】
　水性エマルションであって、連続相が水を含有し、そして不連続相が請求項１６に記載
の組成物を含有する、水性エマルション。
【請求項３５】
　非水性エマルションであって、不連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして連続
相が請求項１に記載の組成物を含有する、非水性エマルション。
【請求項３６】
　非水性エマルションであって、不連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして連続
相が請求項１６に記載の組成物を含有する、非水性エマルション。
【請求項３７】
　非水性エマルションであって、連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして不連続
相が請求項１に記載の組成物を含有する、非水性エマルション。
【請求項３８】
　非水性エマルションであって、連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして不連続
相が請求項１６に記載の組成物を含有する、非水性エマルション。
【請求項３９】
シリコーン組成物を調製する方法であって、
　式：
　　Ｍ１Ｄ１Ｍ２

を有するシリコーンを用いることを含有し、
ここで
　　Ｍ１＝（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）ＳｉＯ１／２；
　　Ｍ２＝（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）ＳｉＯ１／２；および
　　Ｄ１＝（Ｒ７）（Ｚ）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、
　Ｒ１が、２から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、
および６から２０個の炭素原子のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のア
ルキル炭化水素基からなる一価の炭化水素ラジカルの群より選択され；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４

、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７が、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリー
ル、およびアリール基を含んでいる４から９個の炭素原子の炭化水素基からなる群よりそ
れぞれ独立して選択され；
Ｚが一般式：
　　Ｒ８Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ８が、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ９がＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラ
ジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ａ、ｂ、およびｃがゼロ
もしくは正であり、以下の関係：
　　２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たし、
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　ここでＲ１とＲ４がプロピル、イソプロピル、ブチル、ｓｅｃ－ブチル、イソブチル、
およびｔｅｒｔ－ブチルからなる群より選択される、
方法。
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広いｐＨ範囲にわたって加水分解に対する耐性を示すトリシロキサン界面活
性剤組成物に関する。より詳細には、本発明は、約３のｐＨから約１２のｐＨの間におい
て加水分解に対する耐性を有するような加水分解耐性のトリシロキサン界面活性剤に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　所望の改変を生み出すための、有生と無生の対象の両方の表面への液状組成物の局所的
な塗布は、湿潤、展着、泡立ち、洗浄力などを制御するプロセスを含有する。水溶液で用
いるとき、処理される表面への活性成分の到達を改良するために、トリシロキサン型の化
合物は、このプロセスの制御を可能にして所望の効果を達成するのに有用であることが知
られている。しかしながら、このトリシロキサン化合物は、弱酸性のｐＨ６から非常に弱
い塩基性のｐＨ７．５までの範囲という、狭いｐＨ範囲においてのみ使用され得る。この
狭いｐＨ範囲の外側では、トリシロキサン化合物は、加水分解に対して安定ではなく、す
みやかに分解する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、式Ｉ、ＩＩ、もしくはＩＩＩを有するトリシロキサン化合物からなる群より
選択される、界面活性剤として有用なトリシロキサン化合物もしくはそれの組成物を提供
する。
【０００４】
　トリシロキサン化合物Ｉは式：
Ｍ１Ｄ１Ｍ２

を有し、
ここで、
Ｍ１＝（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）ＳｉＯ１／２

Ｍ２＝（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）ＳｉＯ１／２

Ｄ１＝（Ｒ７）（Ｚ）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、
Ｒ１は、２から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、お
よび６から２０個の炭素原子のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアル
キル炭化水素基から選択され；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７は、１から４
個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、およびアリール基を含んでいる４か
ら９個の炭素原子の炭化水素基からなる群よりそれぞれ独立して選択され；
Ｚは一般式：
Ｒ８（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ８は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ９はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラ
ジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ａ、ｂ、およびｃはゼロ
もしくは正であり、以下の関係：
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２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たす。
【０００５】
　下付き文字ａが２≦ａ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【０００６】
　トリシロキサン化合物ＩＩは式：
Ｍ３Ｄ２Ｍ４

を有し、
ここで、
Ｍ３＝（Ｒ１０）（Ｒ１１）（Ｒ１２）ＳｉＯ１／２

Ｍ４＝（Ｒ１３）（Ｒ１４）（Ｒ１５）ＳｉＯ１／２

Ｄ２＝（Ｒ１６）（Ｚ’）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６は、１から４個
の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、および６から２０個の炭素原子のアリ
ール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基からなる群よりそれ
ぞれ独立して選択され；Ｚ’は一般式：
Ｒ１７（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＲ１８

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ１７は、一般式：
　　－Ｃ４Ｈ８Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）－
の、分岐のもしくは直鎖の二価の炭化水素ラジカルから選択され、
Ｒ１８は、Ｈ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およびアセチルからな
る群より選択され；下付き文字、ｄ、ｅ、およびｆはゼロもしくは正であり、以下の関係
：
２≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦２０　かつ　ｄ≧２
を満たす。
【０００７】
　下付き文字ｄが２≦ｄ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【０００８】
　トリシロキサン化合物ＩＩＩは式：
Ｍ５Ｄ３Ｍ６

を有し、
ここで、
Ｍ５＝（Ｒ１９）（Ｒ２０）（Ｒ２１）ＳｉＯ１／２

Ｍ６＝（Ｒ２２）（Ｒ２３）（Ｒ２４）ＳｉＯ１／２

Ｄ３＝（Ｒ２５）（Ｚ’’）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、Ｒ１９、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、およびＲ２４は、１から４個の炭素原
子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、および６から２０個の炭素原子のアリール置換
基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基からなる群よりそれぞれ独立
して選択され；Ｒ２５は２から４個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
であり；Ｚ’’は一般式：
Ｒ２６（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｇ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｈ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｉＲ２７

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ２６は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖もしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ２７はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素
ラジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ｇ、ｈ、およびｉはゼ
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ロもしくは正であり、以下の関係：
２≦ｇ＋ｈ＋ｉ≦２０　かつ　ｇ≧２
を満たす。
【０００９】
　下付き文字ｇが２≦ｇ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ここで使用される時、化学量論に関する下付き文字の整数値は、分子種を指し、そして
化学量論に関する下付き文字の非整数値は、分子量平均基準、数平均基準、またはモル分
率基準に関する分子種の混合物を指す。本発明の化合物の混合物の場合、純粋化合物のも
のと対照的に、混合物の化学量論的下付き文字が、整数もしくは非整数であり得る下付き
文字の平均値を持つということは、容易に明らかである。
【００１１】
　本発明は、式Ｉ、ＩＩ、もしくはＩＩＩを有するトリシロキサン化合物からなる群より
選択される、界面活性剤として有用なトリシロキサン化合物もしくはそれの組成物を提供
する。
【００１２】
　トリシロキサン化合物Ｉは式：
Ｍ１Ｄ１Ｍ２

を有し、
ここで、
Ｍ１＝（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）ＳｉＯ１／２

Ｍ２＝（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）ＳｉＯ１／２

Ｄ１＝（Ｒ７）（Ｚ）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、
Ｒ１は、２から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、お
よび６から２０個の炭素原子のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアル
キル炭化水素基から選択され；Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７は、１から４
個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、およびアリール基を含んでいる４か
ら９個の炭素原子の炭化水素基からなる群よりそれぞれ独立して選択される。
Ｚは一般式：
Ｒ８（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ８は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ９はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラ
ジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ａ、ｂ、およびｃはゼロ
もしくは正であり、以下の関係：
２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たす。
【００１３】
　下付き文字ａが２≦ａ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【００１４】
　トリシロキサン化合物ＩＩは式：
Ｍ３Ｄ２Ｍ４

を有し、
ここで、
Ｍ３＝（Ｒ１０）（Ｒ１１）（Ｒ１２）ＳｉＯ１／２
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Ｍ４＝（Ｒ１３）（Ｒ１４）（Ｒ１５）ＳｉＯ１／２

Ｄ２＝（Ｒ１６）（Ｚ’）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６は、１から４個
の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、および６から２０個の炭素原子のアリ
ール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基からなる群よりそれ
ぞれ独立して選択され；Ｚ’は一般式：
Ｒ１７（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＲ１８

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ１７は、式：
　　－Ｃ４Ｈ８Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）－
を有し、
Ｒ１８は、Ｈ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およびアセチルからな
る群より選択され；下付き文字、ｄ、ｅ、およびｆはゼロもしくは正であり、以下の関係
：
２≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦２０　かつ　ｄ≧２
を満たす。
トリシロキサン化合物ＩＩはまた、式：
Ｍ３Ｄ２Ｍ４

を有してもよく、
ここで、
Ｍ３＝（Ｒ１０）（Ｒ１１）（Ｒ１２）ＳｉＯ１／２

Ｍ４＝（Ｒ１３）（Ｒ１４）（Ｒ１５）ＳｉＯ１／２、および
Ｄ２＝（Ｒ１６）（Ｚ’）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６は、１から４個
の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、および６から２０個の炭素原子のアリ
ール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基からなる群よりそれ
ぞれ独立して選択され；Ｚ’は式：
Ｒ１７（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＲ１８

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ１７は、式：
　　－Ｃ４Ｈ８Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）－
を有し、
Ｒ１８は、Ｈ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およびアセチルからな
る群より選択され；下付き文字、ｄ、ｅ、およびｆはゼロもしくは正であり、以下の関係
：
２≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦２０　かつ　ｄ≧２、ただしＲ１８がメチルの場合、ｄが２から５、も
しくは８から２０である
を満たす。
【００１５】
　下付き文字ｄが２≦ｄ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【００１６】
　トリシロキサン化合物ＩＩＩは式：
Ｍ５Ｄ３Ｍ６

を有し、
ここで、
Ｍ５＝（Ｒ１９）（Ｒ２０）（Ｒ２１）ＳｉＯ１／２

Ｍ６＝（Ｒ２２）（Ｒ２３）（Ｒ２４）ＳｉＯ１／２
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Ｄ３＝（Ｒ２５）（Ｚ’’）ＳｉＯ２／２

であり、
式中、Ｒ１９、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３、およびＲ２４は、１から４個の炭素原
子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、および６から２０個の炭素原子のアリール置換
基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基からなる群よりそれぞれ独立
して選択され；Ｒ２５は２から４個の炭素原子の直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
であり；Ｚ’’は一般式：
Ｒ２６（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｇ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｈ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｉＲ２７

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ２６は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の直鎖もしくは分岐
の二価の炭化水素ラジカルであり；Ｒ２７はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素
ラジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ｇ、ｈ、およびｉはゼ
ロもしくは正であり、以下の関係：
２≦ｇ＋ｈ＋ｉ≦２０　かつ　ｇ≧２
を満たす。
【００１７】
　下付き文字ｇが２≦ｇ≦５の条件を満たすとき、本発明の組成物の効果を得るために、
以下に説明するような共界面活性剤を用いる事が望ましい。
【００１８】
　本発明の組成物を製造する一つの方法は、次の式：
ＭＤＨＭ
〔式中、本発明の組成物中のＤ’構造ユニットの水素化物前駆体であり、ここで、定義及
び関係は後ほど定義され、先に定義した物と矛盾しない〕の分子を、ヒドロシリル化条件
の下、例としてここに組み込まれるが、他の可能なオレフィン修飾されたポリアルキレン
オキシド組成物を制限するために挙げられてない、アリルオキシポリエチレングリコール
もしくはメタリルオキシポリアルキレンオキシドのような、オレフィン修飾されたポリア
ルキレンオキシドと反応させることである。ここで使用されるとき、「オレフィン修飾さ
れたポリアルキレンオキシド」というフレーズは、一つもしくはそれ以上の末端もしくは
、ペンダントの炭素－炭素二重結合を含有したアルキレンオキシド基を一つもしくはそれ
以上保持している分子と定義される。ポリエーテル（置換基Ｚ，Ｚ’もしくはＺ’’の前
駆体）はオレフィン修飾されたポリアルキレンオキシドであり（以降ポリエーテルと呼ぶ
）、一般式：
ＣＨ２＝ＣＨ（Ｒ２８）（Ｒ２９）ｊＯ（Ｒ３０）ｋ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎ

（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｐＲ３１

で記され、
式中、
Ｒ２８はＨもしくはメチルであり；Ｒ２９は１から６個の炭素原子の二価のアルキルラジ
カルであり、ここで下付き文字ｊは０もしくは１であってよく、Ｒ３０は－Ｃ２Ｈ４Ｏ－
であり、下付き文字ｋは０もしくは１であってよく、Ｒ３１はＨ、１から６個の炭素原子
の一価の炭化水素基、もしくはアセチルであり、下付き文字ｍ、ｎおよびｐはゼロもしく
は正であり、そして関係２≦ｍ＋ｎ＋ｐ≦２０　かつ　ｍ≧２を満たす。ポリエーテルが
混合のオキシアルキレンオキシド基（すなわち、オキシエチレン、オキシプロピレン、お
よびオキシブチレン）からなるとき、そのユニットはブロック化されているかもしくはラ
ンダムに分布しているであろう。当業者はブロック化されているかもしくはランダムの構
造の利点を理解するであろう。ブロック化された構造の説明的な例は：－（オキシエチレ
ン）ａ（オキシプロピレン）ｂ－；－（オキシブチレン）ｃ（オキシエチレン）ａ－；お
よび－（オキシプロピレン）ｂ（オキシエチレン）ａ（オキシブチレン）ｃ－である。
【００１９】
　ポリエーテルの説明的な例は以下に与えられるが、それらには限定されない：ＣＨ２＝
ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）８Ｈ；ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）８ＣＨ
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３；ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）５Ｈ；ＣＨ

２＝ＣＨＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）５（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）５Ｈ；ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３

）ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）４（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）５Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ３；ＣＨ

２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）５（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）２（ＣＨ２ＣＨ（Ｃ
Ｈ２ＣＨ３）Ｏ）２Ｈ。
【００２０】
　ポリエーテル修飾したシロキサンは、本発明のトリシロキサンの水素化物（ＳｉＨ）中
間体上のオレフィン修飾（すなわちビニル、アリル、メタリル）したポリアルキレンオキ
シドを結合するヒドロシリル化反応の使用を介した通常の方法によって作成される。
【００２１】
　式Ｉのトリシロキサン化合物の好ましい実施態様は、Ｒ１およびＲ４が、２から４個の
炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖の炭化水素基、アリール、６から２０個の炭素原子
のアリール置換基を含んでいる４から９個の炭素原子のアルキル炭化水素基、より好まし
くは３から４個の炭素原子もしくはアリール、から選択される。Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６

、およびＲ７は、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、アリール、およびア
リール基を含んでいる４から９個の炭素原子の炭化水素基、より好ましくは１から２個の
炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、もっとも好ましくはメチル、からなる群よりそれぞ
れ独立して選択される。
Ｚは一般式：
Ｒ８（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｃＲ９

のアルキレンオキシド基であり、式中、Ｒ８は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個
の炭素原子の、より好ましくは３から７個の炭素原子の、もっとも好ましくは３から６個
の炭素原子の、直鎖のもしくは分岐の二価の炭化水素ラジカルである。下付き文字、ａ、
ｂ、およびｃはゼロもしくは正であり、以下の関係：
２≦ａ＋ｂ＋ｃ≦２０　かつ　ａ≧２
を満たし、好ましくはａが５から２０、より好ましくは５から８；好ましくはｂが０から
１０、より好ましくは０から５；好ましくはｃは０から８、より好ましくは０から４であ
る。Ｒ９はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およびアセチルからな
る群より選択される。
【００２２】
　式Ｉのトリシロキサン化合物の他の好ましい実施態様は、Ｒ１、Ｒ４、およびＲ７が２
から４個の炭素原子、より好ましくは３から４個の炭素原子からなる分岐のもしくは直鎖
の炭化水素基、およびアリールから選択される。Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５、およびＲ６は、１か
ら４個の炭素原子の、より好ましくは１から２個の炭素原子の、一価の炭化水素ラジカル
、およびアリール、もっとも好ましくはメチルからなる群よりそれぞれ独立して選択され
る。Ｚは上述の通りである。
【００２３】
　式ＩＩのトリシロキサン化合物の好ましい実施態様は、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１

３、Ｒ１４、Ｒ１５、およびＲ１６は、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル
、およびアリール、からなる群よりそれぞれ独立して選択され；Ｚ’は一般式：
Ｒ１７（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｄ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｅ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｆＲ１８

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ１７は、一般式：
　　－Ｃ４Ｈ８Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）－
の、分岐のもしくは直鎖の二価の炭化水素ラジカルから選択され、
Ｒ１８は、Ｈ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およびアセチル、より
好ましくはＨ、および１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、からなる群より
選択され；下付き文字、ｄ、ｅ、およびｆはゼロもしくは正であり、以下の関係：
２≦ｄ＋ｅ＋ｆ≦２０　かつ　ｄ≧２
を満たし、好ましくはｄは５から２０、より好ましくは５から８；好ましくはｅは０から
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１０、より好ましくは０から５；好ましくはｆは０から８、より好ましくは０から４であ
る。
【００２４】
　式ＩＩＩのトリシロキサン化合物の好ましい実施態様は、Ｒ１９、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ
２２、Ｒ２３、およびＲ２４が、１から４個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカル、およ
びアリールからなる群よりそれぞれ独立して選択され；Ｒ２５は２から４個の炭素原子の
、もっとも好ましくは３から４個の炭素原子の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素ラジカル
であり；Ｚ’’は一般式：
Ｒ２６（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｇ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｈ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｉＲ２７

のアルキレンオキシド基であり、
式中、Ｒ２６は、２、３、５、６、７、８、もしくは９個の炭素原子の、より好ましくは
３から７個の炭素原子の、もっとも好ましくは３から６個の炭素原子の、直鎖もしくは分
岐の二価の炭化水素ラジカルである。Ｒ２７はＨ、１から６個の炭素原子の一価の炭化水
素ラジカル、およびアセチルからなる群より選択され；下付き文字、ｇ、ｈ、およびｉは
ゼロもしくは正であり、以下の関係：
２≦ｇ＋ｈ＋ｉ≦２０　かつ　ｇ≧２
を満たし、好ましくはｇが５から２０、より好ましくは５から８；好ましくはｈが０から
１０、より好ましくは０から５；好ましくはｉが０から８、より好ましくは０から４であ
る。
【００２５】
　ポリエーテル置換シロキサンを作製するのに適切な貴金属触媒はまた、当分野に周知で
あり、そしてロジウム、ルテニウム、パラジウム、オスミウム、イリジウム、および／ま
たは白金の錯体を含有する。このＳｉＨのオレフィン付加反応のための白金触媒の多くの
種類が既知であり、そしてそのような白金触媒を本発明の組成物を生成させるのに用いて
よい。この白金化合物は、参照によりここに組み入れる米国特許第３，１５９，６０１号
に記載されるように、式（ＰｔＣｌ２・オレフィン）およびＨ（ＰｔＣｌ３・オレフィン
）を有する化合物から選択してよい。さらなる白金含有物質は、参照によりここに組み入
れる米国特許第３，２２０，９７２号に記載されるように、塩化白金酸と、アルコール、
エーテル、アルデヒド、およびそれらの混合物からなる類より選択される構成要素の白金
グラム当たり２モルまでとの錯体であってよい。本発明において有用な白金含有物質のさ
らに他の群は、Ｋａｒｓｔｅｄｔの米国特許第３，７１５，３３４号、第３，７７５，４
５２号、および第３，８１４，７３０号に記載される。この分野に関する補足的な背景は
、Ｆ．　Ｇ．　Ａ．　ＳｔｏｎｅおよびＲ．　Ｗｅｓｔ編、Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓ
ｓ発行（ニューヨーク、１９７９年）の「Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｏｍｅｔ
ａｌｌｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ」、第１７巻、４０７ページから４４７ページにおける
Ｊ．　Ｌ．　Ｓｐｉｅｒ著「Ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　Ｃａｔａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｈｙ
ｄｒｏｓｉｌａｔｉｏｎ　ｂｙ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｅｔａｌｓ」に見出すことが
できよう。当業者は、白金触媒の効果的な量を容易に定めることができる。一般に効果的
な量は、有機修飾トリシロキサン組成物の全量の１００万部当たり約０．１から５０部ま
での範囲である。
【００２６】
　本発明の組成物は、６から７．５までの範囲のｐＨの範囲外で、加水分解に対する増強
された耐性を示す。加水分解に対する増強された耐性は、様々な試験によって証明される
が、加水分解に対する増強された耐性は、ここで使われるとき、溶液が６より小さいｐＨ
を有する水性の酸性条件への２４時間の暴露後、または溶液が７．５より大きいｐＨを有
する水性の塩基性条件への２４時間の暴露後、本発明の加水分解耐性組成物の５０モルパ
ーセントもしくはそれ以上が未変化または未反応のままでいることを意味する。酸性条件
下において、本発明の組成物は、ｐＨ５もしくはそれ以下で４８時間を超える期間、初期
濃度の５０モルパーセントもしくはそれ以上の残存率を示し；具体的には、本発明の組成
物は、ｐＨ５もしくはそれ以下で２週間を超える期間、５０モルパーセントもしくはそれ
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以上の残存率を示し；より具体的には、本発明の組成物は、ｐＨ５もしくはそれ以下で１
ヶ月を超える期間、５０モルパーセントもしくはそれ以上の残存率を示し；そして、最も
具体的には、本発明の組成物は、ｐＨ５もしくはそれ以下で６ヶ月を超える期間、５０モ
ルパーセントもしくはそれ以上の残存率を示す。塩基性条件下において、本発明の組成物
は、ｐＨ８もしくはそれ以上で２週間を超える期間、５０モルパーセントもしくはそれ以
上の残存率を示し；具体的には、本発明の組成物は、ｐＨ８もしくはそれ以上で４週間を
超える期間、５０モルパーセントもしくはそれ以上の残存率を示し；より具体的には、本
発明の組成物は、ｐＨ８もしくはそれ以上で６ヶ月を超える期間、５０モルパーセントも
しくはそれ以上の残存率を示し；そして、最も具体的には、本発明の組成物は、ｐＨ８も
しくはそれ以上で１年を超える期間、５０モルパーセントもしくはそれ以上の残存率を示
す。
【００２７】
　本発明の組成物の用途
Ａ．農薬－農業、園芸、芝生、観賞植物、および林業
　多くの農薬の用途は、葉の表面での湿潤と展着とを与えるためにスプレー用混合物への
補助剤の添加を必要とする。この補助剤は、多くの場合界面活性剤であり、これは、湿ら
すことが困難な葉の表面でのスプレー小滴の保持力を増大する、展着を高めてスプレーさ
れる範囲を改善し、または植物外皮への除草剤の浸透力を与えることができるなどの種々
の機能を果たす。この補助剤は、タンク脇で入れる添加物（ｔａｎｋ－ｓｉｄｅ　ａｄｄ
ｉｔｉｖｅ）として供されるか、または農薬配合物の成分として使われる。
【００２８】
　農薬の典型的な用途は、農業、園芸、芝生、観賞植物、家庭および庭、獣医、そして林
業への適用を含む。
【００２９】
　本発明の農薬組成物はまた、少なくとも一つの農薬を含み、ここで、本発明の有機修飾
トリシロキサン界面活性剤は、濃縮物として、またはタンク混合物に希釈されて、最終の
使用濃度が０．００５％と２％との間に達するのに充分な量で存在する。殺虫剤組成物は
、任意選択で、賦形剤、共界面活性剤、溶媒、泡制御剤、付着助剤、漂流飛散抑制剤、生
物製剤、微量栄養素、肥料などを含んでもよい。農薬という用語は、有害生物を駆除する
のに使用される任意の化合物を意味し、例えば殺鼠剤、殺虫剤、殺ダニ剤、防かび剤、お
よび除草剤である。採用され得る農薬の説明的な例は、成長調整剤、光合成阻害剤、色素
阻害剤、有糸分裂かく乱物質、脂質生合成阻害剤、細胞壁阻害剤、および細胞膜かく乱物
質を含むが、これらに限定されない。本発明の組成物に採用される農薬の量は、採用され
る農薬の種類によって変化する。本発明の組成物と共に使用されてよい農薬成分のより具
体的な例は、フェノキシ酢酸、フェノキシプロピオン酸、フェノキシ酪酸、安息香酸、ト
リアジンおよびｓ－トリアジン、置換尿素、尿素、ベンタゾン、デスメジファム、メタゾ
ール、フェンメジファム、ピリダート、アミトロール、クロマゾン、フルリドン、ノルフ
ルラゾン、ジニトロアニリン、イソプロパリン、オリザリン、ペンジメタリン、プロジア
ミン、トリフルラリン、グリホサート、スルホニル尿素、イミダゾリノン、クレトジム、
ジクロホップ－メチル、フェノキサプロップ－エチル、フルアジホップ－ｐ－ブチル、ハ
ロキシホップ－メチル、キザロホップ、セトキシジム、ジクロベニル、イソキサベン、そ
してビピリジリウムの化合物のような除草剤と成長調整剤とであるが、これらに限定され
ない。
【００３０】
　本発明と共に使用され得る防カビ剤組成物は、アリジモルフ、トリデモルフ、ドデモル
フ、ジメトモルフ；フルシラゾール、アザコナゾール、シプロコナゾール、エポキシコナ
ゾール、フルコナゾール、プロピコナゾール、テブコナゾールなど；イマザリル、チオフ
ァネート、ベノミル、カルベンダジム、クロロチアロニル、ジクロラン、トリフロキシス
トロビン、フロキシストロビン、ジモキシストロビン、アゾキシストロビン、フルカラニ
ル、プロクロラズ、フルスルファミド、ファモキサドン、カプタン、マンネブ、マンコゼ
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ブ、ドジシン、ドジン、およびメタラキシルを含むが、これらに限定されない。
【００３１】
　本発明の組成物と共に使用されてよい殺虫剤、殺幼虫剤、殺ダニ剤、および殺卵剤の化
合物は、バチルスチューリンゲンシス、スピノサド、アバメクチン、ドラメクチン、レピ
メクチン、ピレスリン、カルバリル、プリミカルブ、アルジカルブ、メトミル、アミトラ
ズ、ホウ酸、クロルジメホルム、ノバルロン、ビストリフルロン、トリフルムロン、ジフ
ルベンズロン、イミダクロプリド、ダイアジノン、アセフェート、エンドスルファン、ケ
レバン、ジメトエート、アジンホスエチル、アジンホスメチル、イゾキサチオン、クロル
ピリホス、クロフェンテジン、ラムダシハロトリン、ペルメトリン、ビフェントリン、シ
ペルメトリンなどであるが、これらに限定されない。
【００３２】
　農薬は、液体または固体であってよい。もし固体ならば、利用する前に、溶媒または本
発明の有機修飾トリシロキサンに溶けることが好ましく、そしてこのシリコンが、溶媒と
して、またはそのような溶解用の界面活性剤として作用するか、または別の界面活性剤が
、この役割を果たしてよい。
【００３３】
　農業用賦形剤
　当分野で既知である緩衝剤、防腐剤、および別の標準的な賦形剤はまた、組成物に含ま
れてよい。
【００３４】
　溶媒はまた、本発明の組成物に含まれてよい。これらの溶媒は、室温で液体状態である
。この例は、水、アルコール、芳香族溶媒、油（すなわち、鉱油、植物油、シリコーン油
、など）、植物油の低級アルキルエステル、脂肪酸、ケトン、グリコール、ポリエチレン
グリコール、ジオール、パラフィンなどを含む。特定の溶媒は、参照によりここに組み込
まれる米国特許第５，６７４，８３２号に例示されるように、２，２，４－トリメチル－
１，３－ペンタンジオールおよびそれらのアルコキシ化された誘導体（特にエトキシ化さ
れた誘導体）であるか、またはＮ－メチルピロリドンである。
【００３５】
共界面活性剤
　さらに、別の共界面活性剤は、参照によりここに組み込まれる米国特許第５，５５８，
８０６号、米国特許第５，１０４，６４７号、および米国特許第６，２２１，８１１号、
に記載されるような超展着を妨げない短鎖の疎水性物質を有する。
【００３６】
　ここで有用な共界面活性剤は、非イオン性の、陽イオン性の、陰イオン性の、両性の、
双性イオン性の、高分子性の界面活性剤、または任意のそれらの混合物を含む。界面活性
剤は典型的には、炭化水素系、シリコーン系、またはフルオロカーボン系である。
【００３７】
　有用な界面活性剤は、アルコキシラート、特に、エチレンオキシド、プロピレンオキシ
ド、ブチレンオキサイド、およびそれらの混合物の共重合体を含むブロック共重合体を有
するエトキシラート；アルキルアリールアルコキシラート、特にエトキシラートまたはプ
ロポキシラートおよびアルキルフェノールエトキシラートを含むそれらの誘導体；アリー
ルアリールアルコキシラート、特にエトキシラートまたはプロポキシラート、およびそれ
らの誘導体；アミンアルコキシラート、特にアミンエトキシラート；脂肪酸のアルコキシ
ラート；脂肪アルコールのアルコキシラート；アルキルスルホナート；アルキルベンゼン
スルホナートおよびアルキルナフタレンスルホナート；硫酸化脂肪アルコール、硫酸化脂
肪酸アミン、または硫酸化脂肪酸アミド；イセチオン酸ナトリウムの酸エステル；スルホ
コハク酸ナトリウムのエステル；硫酸化脂肪酸エステルまたはスルホン化脂肪酸エステル
；石油スルホナート；Ｎ－アシルサルコシナート；アルキルポリグリコシド；アルキルエ
トキシ化アミン；などを含む。
【００３８】
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　具体的な例は、アルキルアセチレンジオール（ＳＵＲＦＯＮＹＬ、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕ
ｃｔｓ）、ピロリドン系界面活性剤（例えば、ＳＵＲＦＡＤＯＮＥ－ＬＰ１００、ＩＳＰ
）、２－エチルヘキシル硫酸塩、イソデシルアルコールエトキシラート（例えば、ＲＨＯ
ＤＡＳＵＲＦ　ＤＡ５３０、Ｒｈｏｄｉａ）、エチレンジアミンアルコキシラート（ＴＥ
ＴＲＯＮＩＣＳ、ＢＡＳＦ）、およびエチレンオキシド／プロピレンオキシド共重合体（
ＰＬＵＲＯＮＩＣＳ、ＢＡＳＦ）、そしてジェミニ型界面活性剤（Ｒｈｏｄｉａ）を含む
。
【００３９】
　好ましい界面活性剤は、エチレンオキシド／プロピレンオキシド共重合体（ＥＯ／ＰＯ
）；アミンエトキシラート；アルキルポリグリコシド；オキソ－トリデシルアルコールエ
トキシラート；などを含む。
【００４０】
　好ましい実施態様において、本発明の農薬組成物は、一つもしくはそれ以上の農薬成分
をさらに含有する。適切な農薬成分は、除草剤、殺虫剤、成長調整剤、防カビ剤、殺ダニ
剤、ダニ駆除剤、肥料、生物製剤、植物栄養素、微量栄養素、殺生物剤、パラフィン系鉱
油、メチル化された種子油（すなわち、ダイズ油脂肪酸メチル、メチル化キャノーラ油）
、植物油（大豆油およびキャノーラ油のような）、Ｃｈｏｉｃｅ（登録商標；Ｌｏｖｅｌ
ａｎｄ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｇｒｅｅｌｙ，　ＣＯ）およびＱＵＥＳＴ（Ｈｅｌｅｎ
ａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ、Ｃｏｌｌｉｖｅｒｖｉｌｌｅ，　ＴＮ）のような水分調整剤、Ｓ
ｕｒｒｏｕｎｄ（登録商標；Ｅｎｇｌｅｈａｒｄ　Ｃｏｒｐ．）のような改質粘土、泡制
御剤、界面活性剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、付着助剤、漂流飛散抑制成分、および水を
含むが、これらに限定されない。
【００４１】
　適切な農薬組成物は、タンク混合（ｔａｎｋ－ｍｉｘ）としてか、または「缶入り（Ｉ
ｎ－ｃａｎ）」配合物として、一つもしくはそれ以上の上述の成分を本発明の有機修飾ト
リシロキサンと混合するような当分野に既知の方法で、一体化することによって作製され
る。「タンク混合」という用語は、使用の時点において、水または油のようなスプレー媒
体に、少なくとも一つの農薬を添加することを意味する。「缶入り」という用語は、少な
くとも一つの農薬成分を有する配合物または濃縮物を指す。次に「缶入り」配合物は、使
用の時点において、典型的にはタンク混合で使用の濃度まで希釈してよいか、または希釈
せずに使用してよい。
【００４２】
Ｂ．コーティング
　典型的には、コーティング配合物は、乳化、成分の相溶化、平滑、流動、および表面欠
陥の低減の目的で湿潤剤または界面活性剤を必要とするであろう。その上、これらの添加
剤は、改善された耐摩耗性、ブロッキング防止性、親水性、および疎水性のような硬化さ
れたフィルムまたは乾燥フィルムの改善を提供するであろう。コーティング配合物は、溶
媒型コーティング、水性コーティング、および粉末コーティングとして存在してよい。
【００４３】
　コーティング成分は、建築コーティング、自動車コーティング、およびコイルコーティ
ングのようなＯＥＭ製品のコーティング、工場保守用コーティング、および船舶コーティ
ングのような特殊な目的のコーティングとして使用されてよい。
【００４４】
典型的な合成樹脂の種類は、ポリエステル、アルキド、アクリル、およびエポキシを含む
。
【００４５】
Ｃ．パーソナルケア
　より好ましい実施態様において、本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤は、１０
０重量部（「ｐｂｗ」）のパーソナルケア用組成物当たり、有機修飾トリシロキサン界面
活性剤の０．１から９９ｐｂｗまで、より好ましくは０．５ｐｂｗから３０ｐｂｗまで、
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そしてさらに好ましくは１から１５ｐｂｗまでからなり、そしてパーソナルケア用組成物
の１ｐｂｗから９９．９ｐｂｗまで、より好ましくは７０ｐｂｗから９９．５ｐｂｗまで
、そしてさらに好ましくは８５ｐｂｗから９９ｐｂｗまでからなる。
【００４６】
　本発明の有機修飾トリシロキサン組成物は、ローションおよびクリームのようなパーソ
ナルケア用エマルションで利用されてよい。一般的に知られているように、エマルション
は、少なくとも二つの不混和相を含有し、このうちの一つは連続で、他の一つは不連続で
ある。さらにエマルションは、種々の粘度を有する液体または固体であってよい。さらに
加えてエマルションの粒径は、それらをマイクロエマルションにしてもよく、そして粒径
が充分に小さいとき、マイクロエマルションは透明であるかもしれない。さらに、エマル
ションのエマルションを調製することが可能であり、そしてこれらは、一般的に多重エマ
ルションとして知られる。このエマルションは：
　１）不連続相が水を含有し、そして連続相が本発明の有機修飾トリシロキサンを含有す
る水性エマルション；
　２）不連続相が本発明の有機修飾トリシロキサンを含有し、そして連続相が水を含有す
る水性エマルション；
　３）不連続相が非水性ヒドロキシ溶媒を含有し、そして連続相が本発明の有機修飾トリ
シロキサンを含有する非水性エマルション；そして、
　４）連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そして不連続相が本発明の有機修飾
トリシロキサンを含有する非水性エマルション、
のようであろう。
【００４７】
　シリコーン相を含有する非水性エマルションは、参照によりその開示がこれに添えてこ
こで詳細に組み込まれる、米国特許第６，０６０，５４６号および第６，２７１，２９５
号に記載されている。
【００４８】
　ここで使用されるとき、「非水性ヒドロキシ有機化合物（ｎｏｎ－ａｑｕｅｏｕｓ　ｈ
ｙｄｒｏｘｙｌｉｃ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」という用語は、室温、例え
ば約２５℃で、そして約１気圧で液体であるアルコール、グリコール、多価アルコール、
および高分子グリコール、そしてそれらの混合物で例示されるヒドロキシ含有有機化合物
を意味する。この非水性有機ヒドロキシ溶媒は、室温、例えば約２５℃、かつ約１気圧に
おいて液体であるアルコール、グリコール、多価アルコール、および高分子グリコール、
そしてそれらの混合物を含有するヒドロキシ含有有機化合物からなる群より選択される。
好ましくは、非水性ヒドロキシ有機溶媒は、エチレングリコール、エタノール、プロピル
アルコール、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール
、トリプロピレングリコール、ブチレングリコール、イソブチレングリコール、メチルプ
ロパンジオール、グリセリン、ソルビトール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコールモノアルキルエーテル、ポリオキシアルキレン共重合体、およびそれらの混合
物からなる群より選択される。
【００４９】
　シリコーンのみの相、シリコーン相を含有する無水混合物、シリコーン相を含有する含
水混合物、油中水型エマルション、水中油型エマルション、または二つの非水性エマルシ
ョンもしくはその変形のいずれか一方として、望ましい形態がいったん達成されると、生
じる物質は、通常は改善された付着性と良好な触感特性とを有するクリームもしくはロー
ションである。それは、ヘアケア、スキンケア、制汗剤、日焼け止め剤、化粧品、カラー
化粧品、防虫剤、ビタミン担体、ホルモン担体、芳香剤担体などのための配合物に配合さ
れうる。
【００５０】
　本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤と本発明のこれから誘導されるシリコーン
組成物とが使用され得るパーソナルケアの用途は、脱臭剤、制汗剤、制汗／脱臭剤、髭剃
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り製品、スキンローション、保湿剤、美容液、入浴製品、クレンジング製品、例えばシャ
ンプー、コンディショナー、ムース、整髪用ジェル、ヘアースプレー、毛髪染料、ヘアカ
ラー製品、毛髪脱色剤、ウェーブ製品、毛髪ストレイトナーなどのヘアケア製品、例えば
マニキュア液、マニキュア除光液、爪用クリーム、爪用ローション、あま皮軟化剤などの
マニキュア製品、例えば日焼け止め剤、防虫剤、および老化防止製品などの保護クリーム
、例えば口紅、ファンデーション、おしろい、アイライナー、アイシャドウ、ほお紅、メ
ーキャップ、マスカラなどのカラー化粧品、そしてシリコーン成分が汎用的に添加される
そのほかのパーソナルケア調合物、ならびに、皮膚に塗布される医薬組成物の局所の塗布
のための薬物送達システムをも含むが、これらに限定されない。
【００５１】
　より好ましい実施態様において、本発明のパーソナルケア組成物は、一つもしくはそれ
以上のパーソナルケア成分をさらに含有する。適切なパーソナルケア成分は、例えば、皮
膚軟化剤、保湿剤、湿潤剤、例えばオキシ塩化ビスマスおよび二酸化チタン被覆雲母など
の真珠光沢顔料を含む顔料、着色剤、芳香剤、殺生物剤、防腐剤、酸化防止剤、抗菌剤、
防カビ剤、制汗剤、皮膚の老廃細胞削剥用化粧品、ホルモン、酵素、医薬化合物、ビタミ
ン、塩、電解質、アルコール、ポリオール、紫外線吸収剤、植物抽出物、界面活性剤、シ
リコーン油、有機油、ろう、塗膜形成要素、例えばヒュームドシリカまたは含水ケイ酸な
どの増粘剤、例えばタルク、カオリン、デンプン、加工デンプン、雲母、ナイロンなどの
微粒子充填剤、例えばベントナイトおよび有機修飾粘土などの粘土を含む。
【００５２】
　適切なパーソナルケア組成物は、例えば一つもしくはそれ以上の上述の成分を有機修飾
トリシロキサン界面活性剤と混合するような当分野に既知の方法で一体化することによっ
て作製される。適切なパーソナルケア組成物は、単一の相の形態であるか、またはシリコ
ーン相が不連続相もしくは連続相である、水中油型エマルション、油中水型エマルション
、および無水エマルション、ならびに、例えば水中油滴の油中型エマルションおよび油中
水滴の水中型エマルションのような多重エマルションを含む、エマルションの形態であっ
てよい。
【００５３】
　一つの有用な実施態様において、制汗剤組成物は、本発明の有機修飾トリシロキサン界
面活性剤および一つもしくはそれ以上の活性制汗剤を含有する。適切な制汗剤は、例えば
ハロゲン化アルミニウム、ヒドロキシハロゲン化アルミニウム、例えば塩化アルミニウム
水和物（ａｌｕｍｉｎｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｈｙｄｒａｔｅ）、ならびに、例えば塩化アル
ミニウムジルコニウム水和物（ａｌｕｍｉｎｕｍ－ｚｉｒｃｏｎｉｕｍ　ｃｈｌｏｒｏｈ
ｙｄｒａｔｅ）や、例えばアルミニウムジルコニウムテトラクロロヒドレックスグリシン
のようなアルミニウムジルコニウムグリシン錯体などのような、それらのオキシハロゲン
化ジルコニルおよびヒドロキシハロゲン化ジルコニルとの錯体または混合物のような、例
えば米国食品医薬品局による１９９３年１０月１０日付の市販のヒト用制汗薬製品に関す
る一般薬基準に列挙されているカテゴリーＩの活性制汗成分を含む。
【００５４】
　他の有用な実施態様において、スキンケア組成物は、有機就職トリシロキサン界面活性
剤と例えばシリコーン油または有機油のようなビヒクルとを含有する。スキンケア組成物
は、任意選択で、例えばトリグリセリドエステル、ワックスエステル、脂肪酸のアルキル
エステル、脂肪酸のアルケニルエステル、または多価アルコールエステルのような皮膚軟
化剤と、顔料、例えばビタミンＡ、ビタミンＣ、およびビタミンＥのようなビタミン、例
えば二酸化チタン、酸化亜鉛、オキシベンゾン、オクチルメトキシシンナマート、ブチル
メトキシジベンゾイルムエタン、パラアミノ安息香酸、およびオクチルジメチルパラアミ
ノ安息香酸のような日焼け止め（ｓｕｎｓｃｒｅｅｎ）または日焼け防止（ｓｕｎｂｌｏ
ｃｋ）の化合物などの、スキンケア組成物において汎用的に使用される一つもしくはそれ
以上の既知の成分とをさらに含んでよい。
【００５５】



(17) JP 5642392 B2 2014.12.17

10

20

30

40

50

　他の有用な実施態様において、例えば口紅、メーキャップ、またはマスカラ組成物のよ
うなカラー化粧品組成物は、有機修飾トリシロキサン界面活性剤、ならびに顔料、水溶性
染料もしくは脂溶性染料のような着色剤を含有する。
【００５６】
　他の有用な実施態様において、本発明の組成物は、芳香性物質と併せて利用される。こ
れらの芳香性物質は、芳香性化合物、カプセル化された芳香性化合物、または希釈せずに
そのままか、カプセル化された芳香放散化合物であってよい。特に、本発明の組成物と相
溶性がよいのは、米国特許第６，０４６，１５６号；第６，０５４，５４７号；第６，０
７５，１１１号；第６，０７７，９２３号；第６，０８３，９０１号；および第６，１５
３，５７８号に開示されるような芳香放散ケイ素含有化合物であり；これらのすべてが参
照によりこれに添えてここに組み込まれる。
【００５７】
　本発明の組成物の用途は、パーソナルケア組成物に限定されず、本発明の組成物で処理
されたワックス、光沢剤、および織物のような別の製品もまた意図される。
【００５８】
Ｄ．ホームケア
　ホームケアの用途は、洗濯洗剤および織物柔軟剤、食器用洗剤、木材用および家具用光
沢剤、床磨き剤、浴槽およびタイルの洗浄剤、便器洗浄剤、硬質表面洗浄剤、窓用洗浄剤
、曇り止め剤、配水管洗浄剤、自動食器洗浄機用洗剤および水切り剤（ｓｈｅｅｔｉｎｇ
　ａｇｅｎｔ）、カーペット用洗浄剤、予洗染み抜き剤、さび洗浄剤、および湯あか除去
剤を含む。
【実施例】
【００５９】
　本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤組成物に対する水素化物の中間体ならびに
比較例組成物は以下の実施例に記載されるように作製された。
【００６０】
　作製実施例１
　１，５－ジ（ｔ－ブチル）－１，１，３，５，５，ペンタメチルトリシロキサン（図１
、構造１）
【００６１】
　１００ｇのｔＢｕＭｅ２ＳｉＣｌと４６ｇのＭｅＨＳｉＣｌ２とを１５０ｍｌのイソプ
ロピルエーテル（ＩＰＥ）へと溶解し、添加ロートへと注入した。１５０ｇの水と２５０
ｍｌのＩＰＥとが、機械的スターラー、還流冷却器、およびＮ２注入口を備えた１Ｌの丸
底フラスコへと充填された。クロロシランが、室温（２３℃）において１時間かけて、添
加ロートを介して滴加された。添加が完了したのち温度を７０℃へと調整し、そして、反
応を還流温度において２０時間実施し、成果はＧＣによって追跡調査された（２０時間で
収量８８％）。反応が完了した後、水が分液ロートを介して排出された。液体はそれぞれ
１００ｇの水を用いて３回洗浄された。２５ｇのＮａＨＣＯ３が１００ｇの水と混合され
、混合物へとゆっくり添加され、３０分間攪拌された。水は再び排出され、硫酸ナトリウ
ム上で乾燥した。ろ過ののち、ＩＰＥをロータリーエバポレーターにより飛ばし、粗生成
物を減圧下で分留し、６３ｇのｔＢｕＭｅ２ＳｉＯＭｅ（Ｈ）ＳｉＯＳｉＭｅ２ｔＢｕ（
ＧＣによる純度は９７％）を得た。
【００６２】
【化１】
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【００６３】
【化２】

【００６４】
　作製実施例１
　１，５－ジ（イソプロピル）－１，１，３，５，５，ペンタメチルトリシロキサン（図
２、構造２）
【００６５】
　２５ｇのｉＰｒＭｅ２ＳｉＣｌ（０．１８３モル）と１３．１ｇのＭｅＨＳｉＣｌ２（
０．１１４モル）とを８０ｍｌのイソプロピルエーテル（ＩＰＥ）へと溶解し、そして添
加ロートへと注入した。５０ｇの水と１００ｍｌのＩＰＥとが、機械的スターラー、還流
冷却器、およびＮ２注入口を備えた５００ｍＬの丸底フラスコへと充填された。クロロシ
ランが、室温（２３℃）において４０分間かけて、添加ロートを介して滴加された。添加
が完了したのち温度を８０℃へと調整し、そして、反応を還流温度において４時間実施し
、成果はＧＣによって追跡調査された（４時間で収量７５％）。反応が完了した後、水が
分液ロートを介して排出された。液体はそれぞれ８０ｇの水を用いて３回洗浄された。２
５ｇのＮａＨＣＯ３が１００ｇの水と混合され、混合物へとゆっくり添加され、３０分間
攪拌された。水は再び排出され、硫酸ナトリウム上で乾燥した。ろ過ののち、ＩＰＥをロ
ータリーエバポレーターにより飛ばし、粗生成物を減圧下で分留し、１０ｇのｉＰｒＭｅ

２ＳｉＯＭｅ（Ｈ）ＳｉＯＳｉＭｅ２ｉＰｒ（ＧＣによる純度は９３％）を得た。
【００６６】
【化３】

【００６７】
【化４】

【００６８】
作製実施例３
　実施例１～２の水素化物中間体は、本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤組成物
（表１）を得るために、さまざまなアリルポリアルキレンオキシドによってさらに修飾さ
れた。比較例の（表２からの）トリシロキサン界面活性剤も同様にされた。
【００６９】
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　本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤組成物は、参照によりここに組み込まれる
、Ｂａｉｌｅｙの米国特許３，２９９，１１２号に記載されるような、白金の媒介するヒ
ドロシリル化という通常の方法によって作製された。
【００７０】
　表１は本発明の組成物の詳細を提供する。それらの組成物のいくつかは構造：
Ｍ＊Ｄ’Ｍ＊

によって記載され、
ここで、
Ｍ＊＝Ｒ１Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ０．５であり；
Ｄ’＝ＯＳｉ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ（Ｒ３２）ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｒ－（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）ｓＲ３３であり
式中、Ｒ１、Ｒ３２、Ｒ３３、下付き文字ｒ、およびｓは表１に記載される。
【００７１】
【表１】

【００７２】
　表２は、一般構造：
ＭＤＸＤ’’ＹＭ
の比較例のトリシロキサン系および有機シリコーンポリエーテル系界面活性剤の詳細を提
供し、
ここで、
Ｍ＝（ＣＨ３）３ＳｉＯ０．５；Ｄ＝ＯＳｉ（ＣＨ３）２；およびＤ’’＝ＯＳｉ（ＣＨ

３）ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｄＲ９である。
【００７３】
【表２】

【００７４】
　さらに、比較例ＯＰＥ（オクチルフェノールエトキシラート、１０のポリオキシエチレ
ンユニットを含有している）は、非シリコーンの有機界面活性剤である。この製品は、Ｄ
ｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｍｉｄｌａｎｄ、ＭＩよりＴｒｉｔｏｎ（登
録商標）Ｘ－１００として入手可能である。
【００７５】
　実施例４
　この実施例は、水の表面張力を減じ、それにより界面活性剤としての有用性を示す、本
発明の有機修飾トリシロキサン組成物の性能を実証する。表面張力は、サンドブラスト処
理の白金ブレードをセンサーとして備えたＫｒｕｓｓ表面張力計を用いて測定された。さ
まざまな成分の溶液が、平衡助液としての０．００５ＭのＮａＣｌ水（脱イオン化）中に
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【００７６】
　表３は、これらの独自の組成物の溶液が、従来の界面活性剤と比べて、表面張力の有意
な減少を提供することを示す。
【００７７】
　本発明の組成物はまた、比較例のトリシロキサン界面活性剤（Ａ、Ｂ）と同様の展着能
を提供する。さらに、本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤は、従来のシランポリ
エーテル（Ｃ）および従来の有機界面活性剤産物ＯＰＥと比べて、改善された展着を提供
する。
【００７８】
　展着は、界面活性剤溶液の１０μｌの液滴をポリカーボネートのフィルム（ＵＳＩ、”
Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｃｌｅａｒ　Ｗｒｉｔｅ　ｏｎ　Ｆｉｌｍ”）へと塗布し、そして（２
２℃から２５℃における）５０％と７０％との間の相対湿度において３０秒後の展着直径
（ｍｍ）を計測することによって測定された。再生可能な容量の液滴を提供するため、溶
液は自動ピペットによって塗布された。Ｍｉｌｌｉｐｏｒｅろ過システムによってさらに
精製された脱イオン水が、界面活性剤溶液を作製するのに用いられた。
【００７９】
【表３】

【００８０】
実施例５
加水分解安定性は、ＨＰＬＣを用いて、本発明の代表的な組成物において測定された。さ
まざまな成分の溶液が、ｐＨ４からｐＨ１１の範囲のｐＨにわたって、０．５ｗｔ％で作
製され、ＨＰＬＣによって時間の関数で分解が観測された。
【００８１】
分析方法
サンプルは、表４に列挙される実験条件を用いて、逆相クロマトグラフィー法によって分
析された。
【００８２】
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【００８３】
　表５～８は、本発明の組成物が、同様のｐＨ条件にある標準的な比較例のシロキサン系
界面活性剤シロキサンＡと比べて、加水分解に対する改善された耐性を提供することを実
証する。
【００８４】
　比較例のシロキサンＡが、５より低いｐＨ値において、および７より高いｐＨ値におい
て、急速な加水分解を示す一方で、本発明の有機修飾トリシロキサン界面活性剤は、同じ
条件において、加水分解に対するより高い耐性を実証する。
【００８５】
【表５】

【００８６】
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【表６】

【００８７】
【表７】

【００８８】
【表８】

【００８９】
実施例６
　酸性および塩基性条件（５もしくはそれ以下のｐＨ値および９もしくはそれ以上のｐＨ
値）において急速に加水分解しやすい従来のシロキサン系界面活性剤と異なり、本発明の
有機修飾トリシロキサン界面活性剤は、従来のトリシロキサンアルコキシラート（比較例
Ａ）に比べて、加水分解に対する改善された耐性を提供する。加水分解の副作用は、経時
的な展着能の減少として観察される。それゆえ、本発明の有機修飾トリシロキサン界面活
性剤の溶液、ならびに比較例の界面活性剤は、所望の使用濃度とｐＨで作製された。展着
は、加水分解に対する耐性を時間の関数として明らかにするために測定された。
【００９０】
　表９は有機修飾トリシロキサン界面活性剤の説明的例であり、ここで、産物番号３は、
特別によく展着するもので、従来のトリシロキサンエトキシラート界面活性剤（産物Ａ）
と比べ、ｐＨ３からｐＨ１０の範囲のｐＨ値にわたって、加水分解に対する改善された耐
性を有する。
【００９１】
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【表９】

【００９２】
　展着に対する他の成分の影響は、本発明の有機修飾ジシロキサン界面活性時と、従来の
有機系共界面活性剤とを混合することによって測定された。共界面活性剤は表１０に記載
される。
【００９３】
　混合物は物理的混合物として作製され、ここで重量分率のシリコーンはα（アルファ）
として表され、共界面活性剤が混合比のバランスを形成することを示す。たとえば、α＝
０のとき、これは組成物が０％のシリコーン成分と１００％の共界面活性剤とを含有し、
一方、α＝１．０は組成物が１００％のシリコーンと共界面活性剤を含まない（０％）こ
とを示す。二つの成分の混合物は重量分率αによって表され、ここでαは以下の：０≦α
≦１．０の範囲である例えば、α＝０．２５のとき、これは界面活性剤混合物が２５％の
シリコーンと７５％の共界面活性剤とからなることを示す。これらの混合物はその後、展
着評価のための所望の濃度になるよう水に希釈される。
【００９４】
　展着は、実施例４に記載されるように、０．２ｗｔ％の全界面活性剤で測定された。
【００９５】
　表１１は、本発明の共界面活性剤の代表例が好ましい展着結果を提供し、いくつかのケ
ースにおいて、混合物の展着直径が個々の成分のそれに勝るという予期しない相乗効果的
な改善を提供するということを実証した。
【００９６】
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【表１０】

【００９７】
【表１１】

【００９８】
　上述の実施例は、本発明の単なる例示であって、本発明の特徴のうちの一部のみを例示
するにすぎない。添付の請求項は、発明が着想されたのと同じくらい広く発明を請求する
ように意図されており、そしてここに示された実施例は、すべての可能な実施態様の多様
性から選択された実施態様の例示である。したがって、添付の請求項が、本発明の特徴を
例示するために用いられた実施例の選択によって限定されるべきでない、ということが出
願人の意図である。請求項の中で使用されるとき、「～を含有する（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ
）」の用語と、その文法的変形は、例えば「実質的に～からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ
　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）、や「～からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」
のような、これらに限定されないが、変化したり、異なったりする範囲の句を、論理的に
も包含し、そして含む。必要なところでは、範囲を記載しているが、この範囲はすべての
サブ範囲をそのなかに含む。そのような範囲は、様々な一対の数字の限定からなるマーカ
ッシュ群として考えてもよく、この群は、数字的に、そして適切な場合には整数で、規則
的に下限から上限まで増加する、下限と上限によって完全に定義される。この範囲におけ
る変化は、当然、当業者に変化そのものを示唆をしていると予期されるべきであり、今ま
でに公知でなければ、この変化は可能なところでは、添付された請求項によってカバーさ
れると解釈されるべきである。科学技術における進歩が、言葉の不正確さのゆえに、現在
予期できない同等品や代替物を可能にすることも予想されるが、この変化も可能なところ
では、添付の請求項によってカバーされると解釈されるべきである。ここで引用された米
国特許（および特許出願）はすべて、あたかも全部が記載されたかのように、その全体を
参照によって本明細書の一部としてここにこれにともない組み込まれる。
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